
初代伊藤忠兵衛の「商売道」をルーツとする「三⽅よし」は、創業から159年を経た今でも、⾊あせることなく当社のDNAとして
受け継がれています。 
創業時、当社は現在の滋賀県に本拠を置いた「近江商⼈」として、⼤きな店舗に顧客を集めるのではなく、遠⽅に赴き⾏商してい
ました。サンプルのみで交渉し、品物を後で送り届けるという商売のスタイルだったため、「信頼」「信⽤」「情報」を極めて重
んじていたそうです。⾏商先で商いを許されるために、地域経済への貢献も⼤切にしていたと聞いています。「三⽅よし」は、近
江商⼈のそうした商いの⽅法から⾃然に⽣まれた精神といえましょう。現代にも通⽤するこうした「伊藤忠流」のサステナビリテ
ィの考え⽅は159年に亘り成⻑を遂げていく過程で、商いの原点として脈々と継承されてきました。その精神は、「豊かさを担う
責任」という企業理念、そして、2014年に発表した「ひとりの商⼈、無数の使命」というコーポレートメッセージにも息づいてい
ます。

受け継いできた近江商人のDNA

現代にも通用する「三方よし」の創業精神

「商社2強時代」に相応しい利益の創出が可能となった当社が、今後社員の気持ちを奮い⽴たせていくには、利益競争を超えた別
種の価値観が必要になっていきます。「労働環境の整備」をマテリアリティの⼀つとして設定したことはその⼀例です。これは当
社が2013年から取組んでいる「働き⽅改⾰」が、社会に⼤きなうねりを⽣み出し⽇本政府の政策決定にまで影響を与えたことを契
機として、⾃信と誇りを持って設定したものです。また、2016年には「伊藤忠健康憲章」を採択し、「健康⼒No.1商社」に向け
た取組を更に加速しています。当社の強みである「少⼈数でも向う傷を恐れずに挑戦し続ける⾵⼟」も守っていきたいと思いま
す。こうした社員のやりがいを⾼め幸せを感じてもらうことのできる取組の推進が、労働⽣産性の向上や、ステークホルダーへの
利益還元にも繋がるものと考えています。国連で採択された持続可能な開発⽬標（SDGs）等の国際的な要請にも、社員が現場で
「無数の使命」を全うすることを通じてその責務を果たし、社会と共に持続的な成⻑を遂げていきます。

⼀⽅、仕⼊先・事業投資等のバリューチェーンが広域化・複雑化している中で、当社の果たすべき責任も⼤きくなっています。コ
ンプライアンス遵守の徹底はもちろんのこと、⼈権や環境に対する配慮について社員への教育の徹底や主要取引先への訪問調査
等、サステナビリティ・マネジメントも⼀層強化していきます。

新たな「伊藤忠流」のサステナビリティに向けて

社員が「幸せを感じる」取組を通じステークホルダーへの利益還元を図ります
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代表取締役
専務執⾏役員 CAO

⼩林 ⽂彦

インドネシア スマトラ島にて世界最⼤級の地
熱発電所建設サイトで働く駐在員を訪問

中⻑期的な企業価値を推し量る物差しは「経営の質」に他なりません。当社は、
近年、関⼼が⾼まっているESG等の外部の要請にも対応すべく、⼀つ⼀つ丁寧に
応えていくことに加えて、「企業価値を持続的に⾼めていくためには何が必要
か」といった意識を会社全体で共有することが⼤切だと考えています。

私は、「過酷な⽣活環境の中で頑張る社員を激励したい」という社⻑の想いを届
けるために、2013年から3年半をかけ、社⻑の名代として世界の辺境の地で活躍
する社員を訪問し、激励してきました。今後も経営層ができる限り現場に⾜を運
び対話を⾏い、⼀⼈ひとりの意欲が湧き上がるような社内⾵⼟や環境を築きなが
ら「企業価値の持続的な向上」に取組んでいきます。

新しい企業像の追求

「経営の質」を高め、「企業価値の持続的な向上」に取組みます

担当役員メッセージ
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